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　2020年12月１日
　事業者　各位

　　宮崎労働局長登録教習機関
　公益社団法人 宮崎労働基準協会

 令和3年１月実施の技能講習等について（ご案内）

　平素から、当協会の事業運営にご理解とご協力を賜り厚くお礼申し上げます。
　当協会では、標記講習等を以下のとおり実施しますので、この機会に是非受講されますようご案内申し上げます。
　なお、受講申し込みはＦＡＸでも受け付けています。又、受講申込書は、当協会のホームページからダウンロード（印刷）
できますので、ご利用ください。

ホームページは「宮崎基準協会」で検索してください。
http://www.miyazaki-roukikyo.or.jp

玉 掛 け 技 能 講 習
（ 助 成 金 対 象 講 習 ）

講習期間/３日
（3日目が実技）

（学科）8：.30～17：20

（実技）8：00～17：00

　本講習は、つり上げ荷重が１トン以上のクレーン、移動式クレーン、デリック、又は制限荷重が１トン以上
の揚貨装置の玉掛けの業務に必要な資格を取得する講習です。

日　程　等 会　　場

１月２１日（木）～２４日（日）
60名 都　城

学科：都城地区建設業協会

１２月２１日（月） 実技：海晴機械株式会社（三股町）

講習科目

学科
　１　クレーン等に関する知識（1時間）
　２　※力学に関する知識（３時間）
　３　クレーン等の玉掛けの方法（7時間）
　４　関係法令（1時間）
　５　学科修了試験（1時間）

実技
　１　クレーン等の玉掛け（6時間）
　２　※運転のための合図（1時間）
　３　実技修了試験

※印が免除申請により免除される科目です。

受 講 料
全科目受講者　27,280円

一部免除者　　25,190円

テキスト代
一般　1,650円

科 目 の
免 除 者

次のいずれかに該当する方は、免除申請により講習科目の一
部が免除されます。
●小型移動式クレーン運転

技能講習修了者
●床上操作式クレーン運転

技能講習修了者
●クレーン・デリック運転士免許所持者
●移動式クレーン運転士免許所持者
●揚貨装置運転士免許所持者

申込方法
申込書に受講料等を添えて（振込可）担当支部
にお申し込みください。（郵送又はＦＡＸ可） 修 了 証

所定の科目を修了し、学科試験及び実技試験に合格さ
れた方には、郵送により修了証を交付します。

小 型 移 動 式 ク レ ー ン
運 転 技 能 講 習
（ 助 成 金 対 象 講 習 ）

講習期間/３日
（3日目が実技）

（学科）8：00～18：00

（実技）8：00～17：00

　本講習は、つり上げ荷重（クレーンの能力）が１トン以上５トン未満の移動式クレーンの運転の業務に必要
な資格を取得する講習です。

日　程　等 会　　場

１月２８日（木）～３０日（土）
50名 宮　崎

学科：矢野産業祇園ビル講習会場

１２月２８日（月） 実技：矢野運輸㈱（宮崎市広原）

講習科目

学科
　１　小型移動式クレーンに関する知識（６時間）
　２　小型移動式クレーン運転技能講習に係る原動機

及び電気に関する知識（3時間）
　３　※小型移動式クレーン運転のために必要な力学

に関する知識（３時間）
　４　関係法令（1時間）
　５　学科修了試験（1時間）

実技
　１　小型移動式クレーンの運転（6時間）
　２　※小型移動式クレーン運転のための合図

（1時間）
　３　実技修了試験

※印が免除申請により免除される科目です。

受 講 料
全科目受講者　34,540円
一部免除者　　32,120円

テキスト代
一般　1,705円

科 目 の
免 除 者

次のいずれかに該当する方は、免除申請により講習科目の一
部が免除されます。

●玉掛け技能講習修了者
●床上操作式クレーン

運転技能講習修了者
●クレーン・デリック

運転士免許所持者
●揚貨装置運転士免許所持者

申込方法
申込書に受講料等を添えて（振込可）担当支部
にお申し込みください。（郵送又はＦＡＸ可） 修 了 証

所定の科目を修了し、学科試験及び実技試験に合格さ
れた方には、郵送により修了証を交付します。
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申込方法
申込書に受講料等を添えて（振込可）担当支部
にお申し込みください。（郵送又はＦＡＸ可） 修 了 証

所定の科目を修了し、学科試験及び実技試験に合格さ
れた方には、郵送により修了証を交付します。

１月１９日（火）～２０日（水）
60名 宮　崎 矢野産業祇園ビル講習会場

（宮崎市祇園3-1）１２月２１日（月）

講習科目

１　乾燥設備及びその附属設備の構造及び取扱
　　いに関する知識（４時間）
２　乾燥設備、その附属設備等の点検整備及び
　　異常時の処置に関する知識（４時間）
３　乾燥作業の管理に関する知識（５時間）
４　関係法令（２時間）
５　修了試験（１時間）

＜参考＞
乾燥設備（乾燥室及び乾燥器）の種類
　①箱型乾燥機　　　　②トンネル型乾燥機
　③バンド型乾燥機　　④多段円盤乾燥機
　⑤回転乾燥機　　　　⑥振動乾燥機
　⑦流動層乾燥機　　　⑧気流乾燥機
　⑨噴霧乾燥機　　　　⑩真空乾燥機
　⑪ドラム乾燥機　　　⑫シート乾燥機
　⑬回転乾燥機　　　　⑭赤外線乾燥機
　⑮ウイケット乾燥機

受 講 料 　11,440円

テキスト代
会員　　440円

一般　1,540円

受講資格

１　乾燥設備の取扱いの作業に５年以上従事した経験を有す
　　る者
２　学校教育法による大学又は高等専門学校において理科系
　　統の正規の学科を専攻して卒業した者で、その後１年以
　　上乾燥設備の設計、製作、検査又は取扱いの作業に従事
　　した経験を有するもの
３　学校教育法による高等学校又は中等教育学校において理
　　科系統の正規の学科を専攻して卒業した者で、その後２
　　年以上乾燥設備の設計、製作、検査又は取扱いの作業に
　　従事した経験を有するもの

（※）事業主が発行する作業従事証明が必要です。

１２月１４日（月）

講習科目

学科
　１　酸素欠乏症・硫化水素中毒及び救急そ生に関す
　　　る知識（３時間）
　２　酸素欠乏及び硫化水素の発生の原因及び防止措
　　　置に関する知識（４時間）
　３　保護具に関する知識（２時間）
　４　関係法令（3時間）
　５　学科修了試験（1時間）

実技
　１　救急そ生の方法（4時間）
　２　酸素及び硫化水素の濃度の測定方法（4時間）
　３　実技修了試験

　　（注）女性のスカートはご遠慮ください。

受 講 料  　17,160円

テキスト代
会員　1,100円

一般　2,200円

タンクの
危 険

※一度災害が発生すると、複数が被災する事例が多数あります。

申込方法
申込書に受講料等を添えて（振込可）担当支部
にお申し込みください。（郵送又はＦＡＸ可） 修 了 証

所定の科目を修了し、学科試験に合格された方には、
郵送により修了証を交付します。

乾 燥 設 備 作 業
主 任 者 技 能 講 習

講習期間/２日 8：00～18：00

　次の設備による物の加熱乾燥の作業については、乾燥設備作業主任者の選任が必要で、その選任のための資
格を付与する講習です。
　イ　乾燥設備のうち、危険物等に係る設備で内容積が１立方メートル以上のもの
　ロ　乾燥設備のうち、「イ」の危険物以外の物に係る設備で熱源として燃料を使用するもの又は熱源として
　　電力を使用するもの

日　程　等 会　　場

酸 素 欠 乏 ・ 硫 化 水 素 危 険
作 業 主 任 者 技 能 講 習
（ 助 成 金 対 象 講 習 ）

講習期間/３日
（3日目が実技）

（学科）8：30～17：05

（実技）8：30～16：45

　労働安全衛生法は、酸素欠乏等危険場所における作業では、酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者技能講習を
修了した者の中から作業主任者を選任し、災害を防止するために労働者を指揮・管理することを義務付けてい
ます。本講習は、その選任のための資格を付与する講習です。

日　程　等 会　　場

１月１３日（水）～１５日（金）
60名 延　岡 延岡市職業訓練支援センター

（延岡市土々呂町4-4390-1）
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一般　1,151円

定　員 担当支部

講習日程

受付開始

テキスト代

申込方法
申込書に受講料等を添えて（振込可）担当支部
にお申し込みください。（郵送又はＦＡＸ可） 修 了 証

所定の科目を修了された方には、即日、免許証交付申
請に必要な修了証を交付します。

１月２１日（木）～２３日（土）
60名 宮　崎

学科：矢野産業祇園ビル講習会場

１２月２１日（月） 実習：協同紙工株式会社（国富町）

講習科目

１　燃焼（8時間）

２　附属設備及び附属品の取扱い（6時間）

３　水処理及び吹出し（1時間）

４　点検及び異常時の処置（5時間）

受 講 料 　14,960円

テキスト代
会員　無料

実習風景

（炉筒煙管
ボイラー）

※作業服、運動靴
　安全帽を準備し
　てください。

ボ イ ラ ー 実 技 講 習 講習期間/３日
（3日目が実習）

（学科）8：30～17：20

（実技）8：40～16：20

　二級ボイラー技士免許試験については、法改正により受験資格が不要になりましたが、免許試験合格後に
「免許交付申請」をする際には、労働安全衛生法に基づく免許交付要件が必要になりました。その要件の一つ
に「ボイラー実技講習を修了した者」が規定されています。
　本講習は、免許交付申請に必要な要件が短期間で取得できる講習です。
　なお、免許試験受験前に受講されても差し支えありません。

日　程　等 会　　場

学科
　１　クレーンに関する知識（3時間）
　２　原動機及び電気に関する知識（3時間）
　３　クレーンの運転のために必要な力学に関する知
　　　識（2時間）
　４　関係法令（1時間）

実技
　１　クレーンの運転（3時間）
　２　クレーンの運転のための合図（1時間）

受 講 料
会員　11,550円

一般　14,630円

　1,705円

運転でき
るクレー
ンの種類

つり上げ荷重が5トン未満の
　①天井クレーン　　②ジブクレーン　　③橋形クレーン
　④アンローダ　　　⑤ケーブルクレーン
　⑥テルハ（跨線テルハは5トン以上可）
　⑦スタッカークレーンの運転ができます。

申込方法
申込書に受講料等を添えて（振込可）担当支部
にお申し込みください。（郵送又はＦＡＸ可） 修 了 証

所定の科目を修了された方には、即日修了証を交付し
ます。

ク レ ー ン の 運 転 の 業 務
に 係 る 特 別 教 育
（ 助 成 金 対 象 講 習 ）

講習期間/２日
（２日目が実技）

（学科）8：00～18：20

（実技）8：00～12：00
　 又は13：00～17：00

　本教育は、つり上げ荷重（クレーンの能力）が５トン未満のクレーンを労働者に運転させる業務に必要な教
育です。

日　程　等 会　　場

１月２７日（水）～２８日（木）
60名 延　岡 （一社）日向地区中小企業支援機構

１２月２８日（月）

教育科目
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テキスト代

支部名

申込方法
申込書に受講料等を添えて（振込可）担当支部
にお申し込みください。（郵送又はＦＡＸ可） 修 了 証

所定の科目を修了された方には、即日修了証を交付し
ます。

１月１４日（木）～１６日（土）
60名 宮　崎

学科：矢野産業祇園ビル講習会場

１２月１４日（月） 実技：ポリテクセンター宮崎

教育科目

学科
　1　アーク溶接等に関する知識（1時間）
　2　アーク溶接装置に関する基礎知識（3時間）
　3　アーク溶接等の作業の方法に関する知識
　　　（6時間）
　4　関係法令（1時間）

実技
　アーク溶接装置の取扱い及びアーク溶接等の作業の
　方法（10時間）

受 講 料
会員　17,270円

一般　20,350円

　1,100円

実技風景

ア ー ク 溶 接 等 の 業 務 に
係 る 特 別 教 育
（ 助 成 金 対 象 講 習 ）

講習期間/３日
（2日目、3日目が実技）

（学科）8：00～18：00

（実技）8：30～16：50

　アーク溶接機を用いて行う作業は、溶接機の点検・整備不良、溶接方法の誤り等により感電による死亡、火
花やスパッタによる爆発・火災など重大な災害も依然として発生しています。
　本教育は、アーク溶接機を用いて行う金属の溶接等の業務に必要な教育です。

日　程　等 会　　場

所　在　地　等 振　込　口　座

宮崎支部

日南支部
〒880-0024　宮崎市祇園3-1　矢野産業祇園ビル 宮崎銀行　吾田支店　　　（普通）１０２３８３９

電話（0985）25-1853　ＦＡＸ（0985）28-9080 （名義人）宮崎労働基準協会日南支部長

〒880-0024　宮崎市祇園3-1　矢野産業祇園ビル 宮崎銀行　橘通支店　　　（普通）１２３３１３６

電話（0985）25-1853　ＦＡＸ（0985）28-9080 （名義人）宮崎労働基準協会宮崎支部長

延岡支部
〒882-0847　延岡市旭町2-1-1 宮崎銀行　恒富支店　　　（普通）１２６７１９２

電話（0982）34-5538　ＦＡＸ（0982）21-0117 （名義人）宮崎労働基準協会延岡支部長

都城支部
〒885-0037　都城市花繰町20-8　ケイディビル２階 宮崎銀行　年見町出張所　（普通）１０２７６６１

電話（0986）24-5603　ＦＡＸ（0986）24-5618 （名義人）宮崎労働基準協会都城支部長

受講申込先及び振込口座


